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2017）。最終的な種の確定には、海外で保管され
ている近縁種のタイプ標本と本種の標本を比較
する必要があり、これに関しては、継続課題と
された。
■ネギネクロバネキノコバエの発生生態

本種によるネギの被害は、収穫期（冬）になっ
て初めて気が付くことが多く、ネギの生育期（夏
～秋）の生態は不明であった。そこで、夏から
冬の間にネギを定期的に掘り起こして本種幼
虫の寄生状況を調査するとともに、ほ場に黄色
粘着板を設置して成虫の発生消長を明らかにし
た。その結果、本種幼虫は、夏期もネギに継続
的に寄生しており、土寄せ後の 10 月以降に個体
数が増加すること（図 3）、また、黄色粘着板に
捕獲される成虫も 10 月に急増することが分かっ
た。さらに、室内での本種飼育試験では、10℃
以下でも幼虫が発育可能であった。これらの結
果は、本種が気温の低下やネギ地下部の肥大と
ともに活動が活発化し、ネギの収穫期に被害が
顕在化する実態を示している。

■ネギネクロバネキノコバエの防除技術
ネギでは、本種の防除に利用できる登録薬剤

はなかった。そこで本事業では、ジノテフラン
水溶剤、ニテンピラム水溶剤、フルフェノクス
ロン乳剤について本種幼虫に対する防除効果を
確認し、2017 年 6 月までに、ネギのクロバネキ
ノコバエ類に利用できる殺虫剤として適用拡大
された。ネギは栽培期間が長く、播種や定植時
に殺虫剤を処理しても、本種幼虫の食害が増加
する収穫期までは殺虫効果の持続が期待できな
い。そのため、本種の発生地域にあるネギ栽培
ほ場では、ネギを定期的に観察し、必要に応じ
て 3 薬剤を利用して対応することを推奨してい
る。特にジノテフラン水溶剤は株元灌注で処理
するため、ネギ茎盤や葉鞘を食害している土中
の本種幼虫に直接作用しやすく、収穫前の防除
に効果的と考えられる（ただし、収穫 14 日前
までに 1 回のみ使用可）。

図 3　ネギ地下部におけるネギネクロバネキノコバエ
幼虫寄生数の推移（2016 年度）

一方のニンジンでは、現時点で本種防除に利
用できる登録薬剤はない。現地では、ネギで大
きな被害が出たほ場やそれに隣接するほ場に作
付けしたニンジンで本種による被害が発生する
傾向があるため、直前にネギを栽培していない
ほ場を利用するほか、他の作物に変更する、休
耕する等の措置が検討されている。

本種による被害が多発したほ場において、被
害株を収穫せずにそのまま鋤込むと、ほ場に本
種幼虫の餌を残すことになる。そのため、被害
株を鋤込んだほ場では、石灰窒素を施用してネ
ギ残渣の分解を促進させて、土中での本種の残
存を絶つ方法も有効である。また、食害を受け
たネギの外側の葉鞘や茎盤を出荷前調整などで
除去した場合にも、野外に放置せずに適切に処
分することが望ましい。
■おわりに

当事業の一連の成果は「クロバネキノコバエ
科の一種 Bradysia sp. 防除のための手引き」（農
研機構，2017）として取りまとめられ、農研機
構のサイトから入手できる。しかし、非常に限
られた期間での研究であったため、本種の種同
定や国内既知種との識別法、詳細な生態の解明、
総合的な防除体系の構築までには至らなかった。
これらの課題は、農林水産省の「安全な農林水
産物安定供給のためのレギュラトリーサイエン
ス研究委託事業：クロバネキノコバエ科の一種
の総合的防除体系の確立と実証」（研究期間：平
成 29 ～ 31 年度）に引き継がれており、今後の
研究の進展が望まれる。

本種によるネギ、ニンジンでの被害の様相は、
従来のキノコバエ類による野菜類の被害と大き
く異なり、国内の植物防疫上、見逃せない問題
である。残念ながら、本種は群馬県の一部でも
ネギで発生していることが確認されたが（群馬
県，2017）、分布域の大幅な拡大までに至ってお
らず、今後も発生地域と連携して早期根絶を目
指していきたい。

参考文献：
群馬県（2017）平成 28 年度病害虫発生予察特殊報第 1 号

（対象病害虫名：クロバネキノコバエ科の一種 （Bradysia 
sp.），2017 年 3 月 27 日発表）．

農研機構（2017）クロバネキノコバエ科の一種 Bradysia 
sp. 防除のための手引き．（オンライン），入手先
<https://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/pub2016_or_  later/
pamphlet/tech-pamph/075856.html>，（参照 2017-09-18）. 

小俣良介（2017）秋冬ネギ及び春ニンジンに発生したク
ロバネキノコバエ科の一種ネギネクロバネキノコバエ

（仮称）（Bradysia sp.）について．植物防疫 71: 260-263.
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本号から、「病害虫の同定に係る技術情報」
と題して、病害虫のグループごとに、試料の採
取・標本の作製法や送付方法、参考となる文献
等をシリーズで掲載する。防疫現場における業
務の効率化に役立てていただければ幸いであ
る。初回はアザミウマを 2 回に分けて掲載し、
本号ではサンプリングから標本作製までの一連
の作業及び同定依頼の際の注意点を、次回は具
体的な種の説明とともに簡易同定のポイントに
ついて解説する。
■はじめに

アザミウマ目の多くは成虫でも 1 ～ 2mm 程度
と微小であるため、同定にはプレパラート標本
を作製し生物顕微鏡で観察する必要があるが、
標本作製がやや難しく、手軽な同定が難しい昆
虫の一つである。
■サンプル採取

アザミウマの食性は植食性、食菌性、捕食性
と様々で、生息環境も多岐にわたるが、ここで
は農作物に関連するものに限る。植物体上に現
れるか

・ ・ ・

すれ症状等の食害痕を目安にアザミウマ
を探すことは比較的容易であるが、食害痕がな
い場合は難しい。このような場合は、葉や花等
を叩いて下に添えたトレイにアザミウマを落と
し、固定液で湿らせた小筆で拾い上げてそのま
まバイアル瓶中の固定液に洗い落とす。固定液
は専用のものを作ることもあるが、70% 程度の
エタノールでよい。採取後は冷蔵庫で数年は保
存可能だが、可能な限り早く標本にした方がよ
い。また、粘着トラップで得られたサンプルは
キシレン（灯油又はレモゾールでも可）で剥が
し、99.5% のエタノールで数回洗浄することで、
標本にすることが可能である。
■標本作製
　プレパラート標本には水溶性封入液を用いる
簡易プレパラートとカナダバルサム等の樹脂を
封入液とする永久プレパラートがある。前者は
脱水工程がないため簡便だが保存性に難があ
る。一方、後者は長期保存が可能だが、脱水の
手間がかかるためルーチンの同定作業には向か

【用意するもの】
プラスチックトレー（白色）、たたき棒、小筆、
バイアル瓶（5ml 程度）、固定液、ルーペ、筆
記用具

ない。したがって、同定のみを目的とした場合
は簡易プレパラート、保存を目的とする場合は
永久プレパラートと手法を使い分けるとよい。
なお、簡易プレパラートで同定した後、必要に
応じて永久プレパラートとして再封入すること
も可能である。ここでは、ルーチンの同定作業
を目的とした簡易プレパラート作製法を紹介す
る。永久プレパラート作製法は Okajima (2006) を
参照されたい。

体長が数 mm 以上の大型のクダアザミウマに
は不向きだが、農作物で発見される 1 ～ 2mm 程
度のアザミウマであれば以下の方法で容易に観
察可能である。なお、以下の②～⑤の作業は標
本の紛失や混同を防ぐため、必ず実体顕微鏡下
で行う。
① スライドガラス中央に乳酸又はホイヤー氏液

を 1 滴落とす。
② バイアル瓶中の虫体を固定液ごと小型シャー

レに移し、目的の個体を柄付き針 A ですくい、
①の液中に移す。

③ 浸透圧などで虫体が潰れる場合は、柄付き針
B で、左右の後脚基節の間の膜（図 2）や腹
部腹板間の膜に穴を開けると潰れにくくなり、
また、内容物が溶けやすくなる。

④ 虫体の背面を上にし、柄付き針 B を用いて翅、

【用意するもの】
実体顕微鏡、スライドガラス、カバーガラス

（15mm 丸型が使いやすい）、柄付き針（A：先
の曲がったもの 1 本、B：先のとがったもの 2
本、図 1）、小型シャーレ、ピンセット、ライ
ター、ホットプレート、乳酸又はホイヤー氏
液（市販品あり）。

図 1　柄付き針：割り箸を半分に折り、折った面に昆虫
針（00 号）を根元から刺して固定する。A は１本は針の
先端 2mm 程度を直角に曲げて作製（ピンセットの根元
に挟むと曲げやすい）。

病害虫の同定に係る技術情報
－アザミウマ編（1）－
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脚、触角を観察に適した形になるよう可能な
範囲で整え中央に位置させる（図 3）。虫体が
固い場合などは最低限、翅が背面にかからな
いようにすればよい。

⑤ カバーガラスをピンセットでつまみ、静かに
④の上にかぶせる。

⑥ 沸騰しないように注意しながら、虫体をスラ
イドガラスの下面からライターで手早く炙り、  
内容物が溶けてきたら観察可能（図 4）。さら
に 60℃程度のホットプレート上で加熱すると
より観察しやすくなる。

図 4　ライターで炙る前（左）後（右）

⑦ 乳酸の場合は保存できないが、ホイヤー氏
液であれば短期間の保存が可能。その場合、
50℃程度の乾燥庫の中で 1 ～ 2 ヶ月乾燥した
あと、カバーガラスの周囲を市販の透明マニ
キュア等でしっかりシールするが、数ヶ月で

封入液がひび割れて観察不可能になることが
ある（図 5）。

⑧ なお、プレパラート標本として保存する際に
は、アザミウマの頭部が自分側を向く位置で、
スライドガラスの片側にデータラベル、反対
側に同定ラベルを貼付する（図 6）。

図 6　プレパラートのラベル貼付位置

⑨ 永久プレパラートとして再利用する場合や液
浸標本として保存する場合はプレパラートご
と水道水を張ったシャーレに沈める。しばら
くすると、カバーガラスと共に虫体が剥がれ
るので、柄付き針 A で回収する。
■同定依頼

同定依頼は液浸標本かプレパラート標本を送
付する。液浸標本の場合はバイアル瓶に鉛筆で
データを記入した紙片を一緒に入れる。プレパ
ラート標本は完全に乾いたものにデータラベル
を添付する。最低限必要なデータは採取場所、
寄主植物、採取年月日、採取者氏名で、採取場
所及び採取者氏名はローマ字を併記する。

【次回に続く】

参考文献：
Okajima, S. (2006) The suborder Tubulifera. The Insects of Japan, 

Vol. 2.:1-720. The Entomological Society of Japan, Touka Shobo 
Co. Ltd., Fukuoka.

梅谷献二・工藤巖・宮崎昌久編 (1988) 農作物のアザミウマ．
全国農村教育協会　東京：422.

図 5　簡易プレパラートのひび割れ

図 3　触角、脚、翅を整えた虫体

図 2　後脚基節の間の膜（黒丸部）に穴を開けていると
ころ
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施設園芸でのアブラムシ類防除のための
次世代型バンカー資材キットの開発

農業・食品産業技術総合研究機構　中央農業研究センター　虫・鳥獣害研究領域　長坂　幸吉

■はじめに
施設園芸で共通して問題となる害虫の 1 つが

アブラムシ類であり、現状では主に農薬で対処
している。しかし、基幹薬剤抵抗系統の出現や、
薬剤散布による他の天敵への影響などから、今
後、天敵利用を基幹的防除手段とした IPM を
構築するためには、アブラムシ類防除でも天敵
利用が必要となってくる。この基盤的防除技術
として、農研機構ではバンカー法の研究を進め
てきた。
■バンカー法

アブラムシ類は小さくて見つけにくい上、増
殖が極めて早いため、発生に気付いてから天敵
を放飼した場合、その増殖を抑制できず防除失
敗となることがある。バンカー法は、施設内に
天敵を維持できる餌場を人為的に設けること
で天敵の継続的な発生を維持し、後から侵入し
てくる害虫を低密度のうちに防除する技術であ
る。天敵の餌場は、天敵を保ち、殖やす銀行の
ような役割をするので、バンカー（banker）と
呼ぶ。アブラムシ対策としてのバンカー法では、
現在、コレマンアブラバチという寄生蜂を用い
た方法が実用化されている。この方法は、ワタ
アブラムシとモモアカアブラムシに対する効果
が実証されており、全国 200 カ所以上（長坂，
2017）で実践されている。

しかし、バンカー法の実施は生産者にとって
簡単な技術ではない。まず、ほ場にオオムギな
どのムギ類を播種し、ここに野菜の害虫とはな
らないムギクビレアブラムシなどを「餌アブラ
ムシ」として接種する。さらに、この餌アブラ
ムシにコレマンアブラバチを放飼する複数の手
順があり、天敵の定着が確認できるまでに 1 ヵ
月程度を要する。また、天敵が長期間存在でき
るよう、植物の更新や、餌アブラムシの追加が
必要である。さらには、ジャガイモヒゲナガア
ブラムシなどコレマンアブラバチが寄生できな
いアブラムシ類が発生した場合には、従来同様
薬剤防除で対処せざるをえないこともある。
■次世代型バンカー資材キット

今後、本法が IPM におけるアブラムシ対策の
主要技術となるためには、①生産者が簡便に実
施でき、②野菜の主要なアブラムシ類に効果の
ある必要がある。そこで、農林水産業・食品産
業技術研究推進事業発展融合ステージ 25042B

（2013 ～ 15 年度）において、従来法の欠点を克
服する次世代型バンカー法の開発に取り組ん
だ。まず、ムギ上に餌アブラムシと天敵の両方
が付着し、ほ場導入後直ちにバンカー法が開始

できるバンカー型製剤（製造方法について特許
出願済み）を開発した。また、天敵として、ナ
ケルクロアブラバチ（日本在来種）をコレマン
アブラバチに加えて用いることで、ジャガイモ
ヒゲナガアブラムシを含む野菜類の主要なアブ
ラムシ類を防除対象とした。この他、マミー

（天敵に寄生されたアブラムシ）製剤と餌アブ
ラムシ付きのバンカー植物、バンカー植物を水
耕栽培するための簡易給水装置も加え、これら
を場面に応じて組み合わせられる資材キットと
して実用化する研究を、実用技術開発ステージ
25042BC（2016 ～ 18 年度）において実施してい
る（参画機関：農研機構中央農研、宮城県、栃
木県、福岡県、大分県、アグリ総研）。

現在、2 種アブラバチのマミー製剤によるア
ブラムシ類防除効果（接種的放飼）やバンカー
型製剤設置による防除効果（バンカー法）につ
いての小規模なほ場試験（小林ら，2016；長坂ら，
2016）を終え、イチゴの生産現場での実用化試
験を実施している。    

参考文献：
小林ら（2016）2 種のアブラバチを利用したイチゴのアブ

ラムシ防除．関東病害虫研報 63: 73-80.
長坂ら（2016）ナケルクロアブラバチとコレマンアブラ

バチの併用による 2 種アブラムシに対する防除効果．
関東病害虫研報 63: 81-86.

長坂幸吉（2017）バンカー法を用いた施設野菜の害虫防
除．茨城県病害虫研究会会報 56: 1-9．

図　イチゴほ場で試験中の次世代型バンカー資材（写真
中、右上のムギがバンカー植物。簡易給水装置で育成。
右下の写真は、バンカー上の 2 種の天敵のマミーと餌ア
ブラムシ）
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